
 

【総領事館からのお知らせ：安全対策情報：７月】 

    平成２８年７月１４日（総１６第１３号） 

   在デンパサール日本国総領事館 

１ 治安情勢 

５月下旬、イスラム過激派組織ISILは、ラマダン期間中のテロを広く呼びかける声明をインタ

ーネット上に公開し、ラマダン期間中には、実際にトルコ、バングラデシュ、イラク、サウジアラ

ビアなどで相次いでテロ事件が発生しました。同声明では、欧米諸国におけるテロの実行を呼びか

けており、繁華街や観光地での民間人を対象としたいわゆる一匹狼（ローンウルフ）型のテロの発

生も懸念されていたところ、バングラデシュのレストラン銃撃・人質事件では、邦人を含む多数の

人々が犠牲になりました。 

また、インドネシアにおいても、６月初旬スラバヤで、ラマダン期間中のテロを計画していたと

して４人の容疑者が逮捕された他、７月５日には中部ジャワ州ソロ（スラカルタ）において警察施

設に対する自爆テロが発生しました。 

テロはいつどこでも発生する可能性があり、改めて危機管理意識を高く持つよう努め、特にテロ

の標的となりやすい場所（警察関係施設、ナイトクラブなど多くの外国人が集まる場所、ショッピ

ングモール等不特定多数が集まる場所等）を訪れる際には、周囲の状況に注意を払い、不審な人物

や状況を察知したら速やかにその場を離れる等、安全確保に十分注意を払ってください。 

 

２ 一般情勢 

（１）ひったくりに注意 

当地警察は、特にクタ地域などの繁華街においてひったくりが頻発していることについて、所持

品に注意するなどの注意喚起を出しています。右によれば、同地区などでは、ほぼ毎日のように外

国人旅行者などに対するひったくりの被害が報告されており、特にスマートフォンなどを歩きなが

ら操作しているところを、バイクに乗った賊にひったくられるケースが多数報告されているとのこ

とです。所持品の管理に注意し、徒歩での移動の場合には周囲に十分警戒してください。 

（２）車上狙いの多発 

最近、デンパサール市内で、車上狙いの被害が多く発生しています。その手口は銀行から大金を

下ろした被害者をチームで追跡し、車両内に現金を置いて離れた隙に、窓ガラスを破壊して車内の

金を盗むというものです。車両を離れる際は、僅かの時間であっても車内に貴重品を置いたままに

しない、確実に施錠する等の予防策を心がけて下さい。 

（３）デング熱 

バリ州におけるデング熱の流行については、引き続き多くの感染者が発生しており、注意が必要

な状況です。感染しないようにするためには、防蚊対策を徹底し、蚊にさされないように注意する

ことが肝要です。 

（４）麻薬・薬物への注意 

 バリ州各地において、引き続き、インドネシア人、外国人を問わず麻薬・薬物関連の逮捕事案が

続いています。インドネシア当局は薬物違反事件の摘発を推進しており、また、外国人に対しても

死刑を含む重い判決を下すなど、薬物犯罪に対し厳しい姿勢で臨んでいます。麻薬・薬物には絶対

に関与しないようにしてください。また、薬物が蔓延しているような危険な場所には近寄らないこ

とをお奨めします。 



 

３ 邦人事件・事故関係 

（１） オートバイ事故 

深夜午前３時頃、在留邦人女性が自宅からオートバイで外出したところ、後刻、路上に倒れている

状態で発見され、病院へ運ばれたが頭に重大な怪我を負う重体。ヘルメットを装着していなかった。 

（２） ひったくり 

午後２時頃、旅行者がサンセット通りを徒歩で移動中、後ろからきたオートバイに肩掛け鞄をひっ

たくられそうになり、鞄を押さえて抵抗したところ、鞄は奪われずに済んだものの、転倒し肘・膝に

裂傷を負い、病院で手当を受けた。 

（３） 置き引き 

午後７時頃、旅行者がバイパス通り沿いのレストランでグループにて食事中、椅子の背もたれに

掛けておいたバッグがいつの間にか盗まれていた。当時店内は大変混雑しており，同席者の誰も犯

行に気が付かなかった。 

 

４ その他 

（１）インドネシア入国に際する査証免除制度で適用される活動範囲 

インドネシア入国管理局から、査証免除制度で適当される活動範囲について、次のとおり再度案

内がありました。 

［観光］［親族訪問］［社会訪問］［文化・芸術活動］［政府用務］［講演・セミナー参加］ 

［国際展示会参加］［インドネシア本社または駐在事務所での会議出席］［トランジット］ 

詳細については、インドネシア入国管理事務所または在京インドネシア大使館にお問い合わせく

ださい。 

（２）選挙権年齢の「満１８歳以上」への引き下げ 

 この度、参議院議員通常選挙が行われ、当館でも在外公館投票を実施いたしましたが、今回の選

挙から選挙権年齢が「満１８歳以上」に引き下げられています。 

 海外からの投票には、あらかじめ在外選挙人名簿に登録され、在外選挙人証を取得しておくこと

が必要です。この手続きには、通常２～３か月程度の時間を要し、選挙間近では間に合わなくなる

おそれがありますので、満１８歳以上で在外選挙人証をお持ちでない方は、早目の手続きをお願い

いたします。 

 

○インドネシア：中部ジャワ州ソロ（スラカルタ）における自爆テロ事件の発生に伴う注意喚起

http://www2.anzen.mofa.go.jp/info/pcspotinfo.asp?id={%countrycd%}&infocode=2016C185）。 

                                       以 上 

 


